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　定刻がまいりましたので、第3回四国中央市市民自治推進委員会を開会いたします。

開会にあたりまして、鈴木委員長よりごあいさつをお願いします。

　皆さんこんばんは。近頃は公務員の給与が下げられているようで、国や地方の財政

が大変な状況になっているんだと思います。こういう風になってくると、住民の皆さ

んに協力していただく仕組みを作っていかないと財政がもたない。そういう意味で、

四国中央市が取り組んでいる住民自治、協働をベースにしたまちづくりというのが、

これから非常に重要になってくるんだと思います。今日は、これまで行われてきた協

働事業について皆さんから忌憚の無いご意見をいただいて、そして更にこの活動を深

めていくというのが今日の会の意義であると思いますのでよろしくお願いします。

　ありがとうございました。それでは、お手元の次第によりまして審議を開始したい

と思いますので、3番の審議事項から委員長、進行をお願いします。

　それでは現在実施中の協働事業につきまして、事務局からまずご説明いただいて、

その後皆さんからご意見をいただきたいと思います。

　それでは、現在実施中の協働事業につきまして、あらかじめご送付しておりました

資料に基づきましてご説明をさせていただきます。協働事業といいますのは非常に幅

が広く、様々な方面で協働事業が行われているわけなんですが、今回ご用意させてい

ただいた資料につきましては、四国中央市で行われている、対外的にも認知された大

きな事業を4つピックアップさせていただきました。

　　　下記4事業について資料に基づき説明

　　　　①園庭・校庭等芝生化事業

　　　　②子育て支援ネットワーク　しこちゅ～・ほこほこネット

　　　　③書道パフォーマンス甲子園

　　　　④市民で灯そう10万の光り事業

　どうもご苦労様でした。委員の皆さんはよくご存知の事業だと思うんですが、協働

の形が市民と行政から市民団体同士の協働に広がったり、高校生が積極的に協働事業

に関わってきたりと、いろいろと発展の形をとりつつあるようです。それではせっか

くの機会ですので、皆さんに忌憚の無い意見を出していただいて、更に協働事業が発

展していくにはどのような工夫が必要かというようなことも含めて議論していきたい

と思います。

　1番目の芝生化事業ですが、地域の方が積極的に参加していただいている所と、そ

うでもない所もあるようですが、芝生化を通して地域の方が集まって作業をすること

によってコミュニティの活性化にも繋がると思うので、まだ取り組めていない所は是

非取り組んで欲しいですね。希望する所は多くあるんですか。

　幼稚園や保育園の園長会などで事業の説明をして、それぞれ保護者の方に呼び掛け

をしていただいて、興味を持たれた所にこちらから説明に伺っています。今年始めた

土居東幼稚園にも昨年何回か説明に伺いまして、十分納得していただいたうえで事業

に取り組んでいただくことになりました。芝生化事業は1年限りでなく、継続してい

ただかなければなりませんので、先々まで維持管理を私達がやりますよという意気込

みのある所に取り組んでいただいています。実は昨年、土居西幼稚園の保護者の方に

も何度か説明に伺いまして、今年から始めようということになっていたんですが、進

入園児が予定より少なかったためやむなく断念しました。

　園長さんだけに呼び掛けるんじゃなくて、地域には公民館長さんや市会議員さんな
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どがいらっしゃるので、地域のコミュニティづくりにも良い機会なので、そういった

地域の方にも理解を得て協力してやってほしいですね。

　宇髙さんは芝生管理に関わっているようですが、ご経験から何かご意見はありませ

んか。

　川之江小学校、川之江児童館、川之江幼稚園の3ヶ所に顔を出しているんですが、

この中で一番理想的なのが川之江児童館です。ここは市内で最初に芝生化した所なん

ですが、保護者、職員、老人会や愛護班などの公民館関係団体やまちづくり団体など

の様々な地域の人でサポーターズクラブを結成しまして管理をしているんですが、ポ

イントは芝生の管理計画を作ったり、春は児童館の桜の下で花見をしたり、秋には月

見の会をしたりするんですが、いろんな団体の人が集まってみんな一緒にやるんです。

そういった芝刈りなどとは別の活動を楽しみにしている方もいます。　

　協働事業を奉仕作業というよりも、自分達が楽しんでやっているわけですね。

　私は土居の公民館で運営委員をしているんですが、土居小学校に立派な松が10本程

あるんですが、それを地域で消毒しようということで、公民館の運営委員と地元の有

志の方、それから PTAと協力して年2回の消毒をしています。先ほどの西幼稚園の芝

生の件は初めて聞いたんですが、公民館には話をしていますか。

　まず芝生管理の主体となっていただく保護者の方に話をして、取り組みましょうと

いうことになってから地域の方へ輪を広げていくという方法をとっています。西幼稚

園についてもまず保護者の方に説明をして、やりましょうという事になって、これか

ら輪を広げようとした時に園児数が減少することがわかったということで、公民館や

地域の方に呼び掛ける前に、やむなく断念したということなんです。東幼稚園につき

ましては、今年度PTAが取り組むということが決まっていましたので、園の区域にあ

る3つの公民館に協力をお願いしまして、先日の植付けの際にも多くの公民館関係者

の方にも参加していただきました。

　PTAだけでするとなると厳しいところもあると思うので、取り掛かりから公民館と

か地域にも呼び掛けてみてはどうかなと思います。

　昨年せっかく一度はやってみようという意気込みを見せていただいていた所ですの

で、他の団体の協力が得られたら取り組めるかも知れないので、一度公民館に相談し

てみます。

　今後やってみようかという所があったら、公民館長に1回相談したらうまくいくこ

ともあるんじゃないかと思うので検討してみて下さい。

　資料の写真を見たら非常にきれいな園庭なんですが、見学会などはしていますか。 

　見学会というのはしていないんですが、芝生化していない園から遠足に来て芝生の

上で遊んだり、お弁当を広げたりということはあるみたいです。それが宣伝になって

いるのかなと思います。それから、地域の子どもたちに園庭を開放している園もあっ

て、週末などは親子で遊んでいる光景を目にします。

　近頃は偏平足の子どもが多いと言われていますが、裸足で遊ばなくなりましたね。

　芝生のグラウンドだと実際に足が速くなるそうですね。

　はい、芝生だと転んで怪我をすることが少ないので、怖がらずに思い切り走れると
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いうことのようです。芝生化が進んでいる鳥取県の小学校 5年生のデータですが、土

の運動場の学校に比べて 50メートル走の平均タイムが、男女とも1秒以上速いという

結果が出ています。

　私立の幼稚園も対象になっていますか。

　対象になっています。実際に事業開始 2年目に 2箇所の私立幼稚園で取り組んだの

ですが、いずれも園児の人数に対して園庭の面積が十分広くなかったので、一旦は芝

生が生え揃ったのですがその後、園児の踏圧に耐えられなくなって剥がれてしまって

1箇所は事業を中止しました。あと1箇所は苦労されながら、何とか継続しています。

鳥取方式で芝生化をしていますので、NPO法人グリーンスポーツ鳥取で芝生の苗を購

入していますが、購入の際にはあらかじめグラウンドの広さや傾斜、利用人数、散水

や芝刈りの管理人数などの様々な質問に回答し、施設の芝生化の適否が判定されます。

私立の幼稚園はどちらも判定結果が悪かったようです。その他の公立の施設に関して

は当初の判定でも問題なく、始めた所は全てきれいな芝生が維持されています。

　

　芝生化事業に取り組んで、うまくいかなかった事例も記録しておくことで今後の参

考になるでしょうし、NPO法人グリーンスポーツ鳥取の芝生化の考え方を市民の皆さ

んに紹介することも大切ではないでしょうか。

　それでは、芝生化事業と同じく子育て環境四国一の目標に向かって取り組まれてい

る、子育て支援ネットワークしこちゅ～・ほこほこネットというユニークな事業が紹

介されましたが、行政と市民団体との協働で実施されていた事業が、市民団体相互の

協働に発展しているようですがそのあたりも含め何かご意見はありませんか。

　もともと子育てネットワークづくりの最初の一歩というのは、市内に子育てを支援

している組織や団体はいっぱいあるんですけど、一覧表も無いしどんな団体があるか

もわからなかったんです。そこで、子ども課が中心となって教育委員会や市の関連部

署やいろんな団体にも呼びかけて、子育てに関する博覧会をしようじゃないかという

ことで、子育てフェスタを企画したんですね。このイベントを通じて子育てに関連す

る団体同士の横のつながりもできたんです。

　ほこほこネットというネーミングが、あったかい感じがして非常にいいですね。

　キャラクターのほっこりんもネーミングやデザインがいいですね。子育てフェスタ

は楽しいイベントのようですが、人出はかなりあるんですか。

　かなり多いです。雨が降った時でもかなりの市民の方がおいでて、会場いっぱいに

なっていましたし、2日連続で来たんですという方もいらっしゃいました。

　子育てに関する情報をまとめた子育て応援ハンドブックや、紙のまちならではの紙

オムツの無償提供なども、子育て応援事業として行われていますね。

　このハンドブックは子育てに必要ないろんな情報がまとまっていて便利ですね。こ

れ1冊で全部わかるように作られていますね。オムツの無償化には市内企業の協力を

得ているようですが、ハンドブックの印刷なんかも協力が得られたらいいですね。

　国立社会保障人口問題研究所の試算だと、愛媛県の人口は30年後には100万人位に

なり、南予地区では半減するとか言われていますが、そういった意味では、子どもを

生んで育てていける環境づくりというのは、まちの発展にはかかせない事となってき

ていますね。

　それでは、3番目の書道パフォーマンス甲子園についてご意見はございますか。
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　今年の参加校は決まっているんですか。

　今年は 51校の応募がありまして、ビデオ審査による予選を経て 20校が出場を決め

ています。

　愛媛県からは本市の三島高校、川之江高校を含め4校が出場を決めています。この

ビデオ審査が、応募校の増加で審査委員さんの負担になりつつありますので、ブロッ

ク予選なども含め、審査方法を今後検討しないといけないようになってきています。

　高校生による運営となっていてすばらしいと思いますが、市はどのようなサポート

をしていますか。

　

　担当は文化図書課になるんですが、臨時職員の方を含め10名程度の職員がこの時期

にはこのイベントにかかりっきりになります。それから、紙まつりから始まったイベ

ントですから、紙まつり実行委員会から民間の方ですが 5、6名の方に実行委員会に

入ってもらっています。あとは高校生ということですが、最初の頃は大人の実行委員

のサポート役でお手伝いをお願いしていたんですが、最近は大会の企画や運営につい

て最初から関わってもらっています。またポスター製作なども高校生に任せているよ

うです。

　審査方法や基準がよくわからないという話を聞く事があるんですが、審査に関する

疑問を解消するような方法はありませんかね。

　例えば、観客の皆さんの点数を加算するとか、会場の盛り上がりが反映されたら見

ている人の感じるギャップが少なくなるんじゃないでしょうか。

　順位に反映させると地元が有利になったり、時間帯で観客数に違いがあったり問題

があると思うので、順位とは別に賞を設けるとしたら良いアイディアですね。

　紙まつりから始まった書道パフォーマンス甲子園が大きく成長しているのは良いこ

となんですが、紙まつりの影が薄くなってしまっているんじゃないかと心配するんで

すが。

　

　紙まつりはこのまちにはぴったりのネーミングのイベントなので、地域性だとか産

業祭としての位置づけだとか、いろいろ課題はありますけど、初心に帰って盛り上げ

ていければいいなと思います。

　　

　松山には俳句甲子園という大会もありますが、文科活動が低調になってきているん

ですが、スポーツの競技的な要素を取り入れることで、文化に関する関心が高まった

ということと、四国中央市は紙のまちということでぴったり合って大会が盛り上がっ

ているんだと思います。しかも、高校生が運営の中心になっているという事が非常に

良いことですね。

　それでは、次に市民で灯そう10万の光り事業について、こちらのほうはいかがで

しょう。

　これはインターチェンジの周辺に限られているんですか。ここを起点として拡げて

いく予定とかはないんですか。

　国道11号線に向かってと、11号バイパスを東に向けて延ばしていく計画があった

んですが、その検討中に東日本大震災が起こり、原発事故もあり全国的に節電に取り

組むようになったということで、規模は以前のままということでやっています。
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　市と団体との協働事業であるというのと、委託しているという説明がありましたが、

委託というと丸投げしているイメージがあるんですが。

　

　委託というか協定を結んでいます。道路の使用許可であるとか道具器具の保管であ

るとかは市がやって、イベントの運営だとか LEDの取り付け作業なんかは団体の皆さ

んでやるというような、役割分担を決めた協定書を取り交わしています。

　市のお金も結構使っていると思うんですけど、この事業による経済効果などは数字

として出ているんですか。

　少しでも賑わいを創出しようとしていますが、経済波及効果の数字的な実績は出せ

ていません。

　今度、市民文化ホールがインターチェンジの所に出来ますが、将来的にはイルミ

ネーションと文化ホールを絡めて考えていくようになるんでしょうね。

　よその市町村からわざわざ見に来るようなものが出来ればいいですね。

　街路樹のイルミネーションだけでは集客が難しいと思います。例えば個人宅でやっ

ている所は結構皆さん見に行かれていると思うんですが、皆さん工夫をされていて見

ておもしろいんですよね。

　イルミネーションマップには個人の家がたくさん掲載されていますが、コンテスト

のような事はしていないんですか。

　していませんが、今年の実行委員会はこれからですので、提案してみます。

　今度、市民ミュージカルで夜景のきれいな恋人達の聖地に選ばれた具定展望台を題

材にした物語を上演するんですが、イルミネーションも同じ光りだし、せっかく全国

で選ばれた美しい夜景なんだから、うまく繋げられないものかなと思います。

　光りつながりで一緒に PRしていったら良いですね。

　イルミネーション事業に関しては、いろいろと発展的な意見も出ましたが、全体を

通して協働事業については順調に進んでいるという印象ですが、全体を通して何かご

意見はございませんでしょうか。　

　今回検証した事業が、今年度いつ頃どこで開催されるかを委員の皆さんに案内して

いただけるよう事務局にお願いします。芝生化している施設の紹介もしていただいて

実際に見ていただくと良いと思います。

　承知しました。　

　協働事業に関しましてはよろしいでしょうか。それでは、議題の 2の今後の取り組

みについて、事務局からご説明下さい。

　今後の本審議会の方向性についてご説明いたします。昨年 9月の審議会設置以来、

まず自治基本条例制定後に整備された個別の関連条例について検証いただきました。

次に、自治基本条例の理念に基づき実施されている協働事業の検証をしていただきま

した。次回は住民参画について検証していただきたいと思います。具体的に申し上げ

ますと、市が募集している意見公募制度のタウンコメントに関してと審議会について

ご意見をいただきたいと思いますが、それを今年の 9月頃に開催する予定です。その
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時点で、関連条例等の整備状況、協働事業の取り組み、市民参画という3つの大きな

テーマについて検証をいただいた事になりますので、次回の審議会が終わった後、委

員の皆様に総括をしていただくという事で、文章を書いていただいてご意見を賜りた

いと思います。そして、その次に総括をふまえて今後どのような取り組みが必要かと

いうような事を議論していただき、最終的には来年度になりますが、第1期の本審議

会の意見をまとめた上で、提言書のような形で市長に提出できればと考えています。

　今、事務局から今後の取り組みについて説明があったんですが、委員の皆さんから

審議事項などについて何かご提案はありませんか。

　ないようでしたら審議事項3その他に移りますが、その他何かございますでしょう

か。

　次回開催は 9月頃ということで、開催時期が近づきましたら皆様のご予定を個別に

お聞きさせていただきます。人数の少ない審議会ですので、次回も全員参加で開催で

きるように調整をさせていただきます。

　

　これで今日の審議事項は全て終了しましたので、事務局にお返しします。

　それでは以上をもちまして、第3回四国中央市市民自治推進委員会を閉会させてい

ただきます。本日はありがとうございました。


